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“Wassail, Sax, England”: the Founding of England in the Brut Chronicles  
(“Wassail” “Sax” “England”――『ブルート』におけるイングランド創設) 
1. A Signal of the Saxon Invasion   
(サクソン人侵略の合図) 
2. The “Sax” and “Saxon” Treachery  
(“Sax” とサクソン人による背信) 
3. From the Saxon to the English  
(サクソン人からイングランド人へ) 
Chapter 2 
The Rewriting of Nationhood and Ethnic Harmony in Havelok the Dane  
   (『デーン人ハヴェロック』における国家再考と民族的調和) 
1.  The Story of Havelok  
(ハヴェロックの物語) 
2.  The Danish Otherness  
         (デーン人の他者性) 
3.  “Here” and “Ferd”: Critique of English Nationalism  
         (“Here” と “Ferd”――イングランド・ナショナリズムへの批判) 
4.  “Wassail” at Grimsby  
         (グリムズビーでの “Wassail”) 
Chapter 3 
Trojan Ancestry and Territory in Sir Gawain and the Green Knight 
    (『ガウェイン卿と緑の騎士』におけるトロイの系譜と領土) 
1.  Troy, Aeneas, Gawain  
(トロイ、アエネアス、ガウェイン) 
2.  Gawain’s Treachery on the Bed  
(寝台でのガウェインによる背信) 
 
3.  “Here” and “Þis Londe”: Territory in Britain  
(“Here” と “Þis Londe”――ブリテン島の領土) 
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4.   Richard II and Regionalism  
           (リチャード二世と地域主義) 
Chapter 4: 
The Reeve’s Tale and Regional/Marginal Identity 
(『荘園管理人の話』と地域・周縁のアイデンティティ) 
1.  The “Strange” North of England  
(“strange” なイングランド北部) 
2.  The Reeve’s Tale and the Northern Dialect  
(『荘園管理人の話』と北方方言) 
3.  The North through a Norfolk Teller  
(ノーフォークの語り手による北部) 
4.   Chaucer’s Marginal Otherness  

















の経緯を記述する、12世紀前半の Geoffrey of Monmouth （ジェフリー・オブ・モンマス）












トの娘ロウィーナが宴の席でブリトン人王に向けて発する “wassail” (乾杯の挨拶) の儀式
は、サクソン人とブリトン人との血縁関係を促し、島内の勢力拡大・占拠を予兆する契機
となる。また、ヘンギストがブリトン人との会合において、秘密裏に襲撃を企てる際に発








第二章では、13世紀末から 14世紀初頭に書かれたとされる中英語韻文ロマンス Havelok 
the Dane （『デーン人ハヴェロック』）に焦点を当て、作品に潜む歴史性と地域的貢献のあ
り方を明らかにする。本作品の原典がジェフリーの年代記を踏襲した Geoffrey Gaimar (ジ
























































































を映し出す、12 世紀前半の Geoffrey of Monmouth （ジェフリー・オブ・モンマス）によ












在した様々な歴史の側面を解明している。                           




















役割を担っているという新たな解釈を提供している。                   
第四章では、ヨーロッパ文化圏という中心に対し、自国を「地方・周縁」として捉える






















ている。年代記『ブルート』、中英語韻文ロマンス Havelok the Dane （『デーン人ハヴェ
ロック』）、チョーサーのファブリオ、The Reeve’s Tale （『荘園管理人の話』）、そして 14


















Gower による Vox Clamantis, Confessio Amantis,  William Langland の Piers 













                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 
 
